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修士論文概要 
短縮版ペアレント・トレーニングが神経発達症児の保護者に及ぼす影響 
－トレーニング内容との関連からの検討－ 
岩崎	 紫帆 
 
1．問題と目的 
これまでにわが国において行われてき
た PT のプラグラムは、10 回以上のセッシ
ョンを行うことが標準的であり、その期間
は数か月におよぶ場合もあるなど支援者
の専門家と参加者の親ともに、負担や労力
がかかることが予想される。このように、
介入が長期におよぶことも PT の汎用性に
繋がらない要因のひとつであると考えら
れる。 
近年では、そうした支援者側と保護者の
負担を軽減するためにより短期的なプロ
グラムを行い、PT の汎用性を高める取り
組みが行われている。過去の研究から、
ABA の基本のベースとする PT は、5 回の
短縮版のプログラムであっても、十分な効
果が得られることが示唆されている。例え
ば、野津山ら（2012）の研究においては、
家庭で親が適応させやすい手法を中心と
して行った結果、母親の ABA に関する知
識の習得度の上昇や子どもの問題行動の
改善に効果があったことが示されている。
しかし、現状ではショートプログラムを用
いた研究報告は少なく、特に神経発達症児
を対象として効果や再現性を考慮した研
究は乏しい（野津山ら,2012）。 
これらのことから、PT の構成要素が保
護者の育児に関する負担感やストレス、育
児に対する自己効力感にどう影響してい
るのかを明らかにすることによって、多様
かつ保護者の複雑なニーズに応じた有効
性の高い PT のプログラムを提供すること
が可能になるのではないかと考えられる。 
そこで、本研究では、神経発達症児の保
護者を対象とした短縮版 PT を実施した。
その中で、PT を行う上での主要な要素（①
目標設定②結果操作③先行子操作）が、参
加した保護者や子どもに対して、どのよう
な影響を与えるかについて検討すること
を目的とする。 
2．方法 
参加者は、神経発達症児の保護者（母親）
3 名であった。本研究のプログラムでは、
上野茜・高浜浩二・野呂 文行（2012）「 発
達障害児の親に対する相互ビデオフィー
ドバックを用いたペアレント・トレーニン
グの検討」を参考に「目標設定」、「結果操
作」、「先行子操作」についての各要素につ
いて 2 回に分けて講義を行うとともに、そ
れを家庭で実践するための宿題を課した
（表 1 参照）。 
プログラムのトレーニング内容との関
連を明らかにするために、プログラム開始
前と各要素の講義終了後に、保護者の育児 
表 1	 各回のテーマと宿題 
回 要素 テーマ 宿題 
1 
目標設定 
目標設定 
記録の取り方 
指導記録 
2 目標に近づけるステ
ップと指導方法 
行動観察 
効果測定 
3 
結果操作 
ごほうび探し	 	 	 	 	 	 	 	 	 	
上手なほめ方 
ごほうび探
し 
4 メリハリの 
ある対応 
指導記録 
効果測定 
5 
先行子操作 
ヒントの種類 指導記録 
6 環境の構造化 行動観察 
効果測定 
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ストレス尺度（PSI-SF）、育児の自己効力感
尺度（PSAM）、応用行動分析学に関する知
識のテスト（KBPAC）、子どもの行動チェ
ックリスト（CBCL）の記入を求めた。ま
た、社会的妥当性を検討するために、プロ
グラム終了後にアンケートへの記入を求
めた。 
3．結果 
3 名の保護者について、以下のような結
果が得られた。応用行動分析学に関する知
識は上昇傾向にあり、CBCL の得点につい
ては、全体を通して減少傾向がみられた。
育児ストレス、PSAM の得点は横ばいであ
ったが、保護者がストレスフルな状況にあ
るにもかかわらず、ストレスの上昇や効力
感の低下が見られなかったことは PT の効
果の影響であったのではないかと考えら
れた。参考までに、参加者 P1 の結果を図
1 に示す。 
また、社会的妥当性のアンケートにおい
ては、1 項目あたり、平均 4.6 点と高得 
 
図 1	 参加者 P1 の結果 
点が得られた。また、事後の聞き取りや自
由記述においても、「参加して良かったで
す。」、「怒ることが子育てでは大切である
と思っていたが、逆効果になることもある
と分かった。」などの発言がみられた。 
4．考察 
全体の結果として、KBPAC については
短縮版であっても保護者は十分に知識を
獲得することができることが明らかとな
った。PT に含まれる各要素がどのような
影響を与えるかについて、以下に考察する。 
目標設定スキルは、保護者の子どもへの
正確な評価で、一時的にCBCL を下げる可
能性があると考えられる。これは、保護者
にとってわが子ができないことに、直面す
ることによって、保護者のストレスを高め
る可能性もあったと考えられる。結果操
作・先行子操作スキルは、子どもへの具体
的な対応の仕方が分かることで、保護者の
ストレスを低める可能性があると考えら
れる。また、社会的妥当性のアンケート結
果から、短縮版の PT であっても、保護者
にとって満足度が高いものであったこと
が示唆された。 
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